
学校教育目標 私は変わる みんなと変わる 未来を変える
～あったかランド 神岡笑楽校～

今日は冒険家植村直己が､グリーンランド単独行に成功した日です。
うえむらなお み たんどくこう せいこう

（1978年の今日、世界的な冒険家植村直己が、人類史上初となるグリーンランド単独行に成功しました。）
神岡小学校コミュニティ･スクール通信
【№16】令和６.８.22(木)発行
本校は今年度から、コミュニティ･スクールとしてスタートしています。

前期後半スタート なりたい自分になるために､めあてをもって努力しよう！

約１か月の夏休みが終わり、子どもたちが元気に、そしてたくましくなって学校に戻ってきました。この

夏休みは、大雨や猛暑など心配なこともありましたが、家族との楽しい思い出やスポ少等での貴重な経験が

できたのではないかと思います。前期後半も、職員一丸となって諸活動が充実するよう努めてまいりますの

で、ご理解、ご協力くださるようお願いいたします。

夏休みの大きな話題の一つに、大仙市出身の鈴木優花さんがパリオリンピックの女子マラソンに出場し、

見事６位入賞を果たしたことが挙げられます。高校時代の恩師は、優花さんについて「普段は人前に出る子で
はなかったが、当時から、周りに流されず自分をしっかりもっている子だった。今回も、自分のペースで最後まで楽しんで
走り切れたのではないか。」と話していました。また、中学時代の同級生からは「雨の日も風の日も毎日走ってい
た。そういうイメージ。」という言葉がありました。優花さんの姿から、「目標に向かってコツコツと努力すること」や
「最後まで諦めず粘り強く頑張る気持ち」の大切さを改めて実感させられました。そして、努力によって成功体
験を積むことで、「やればできる」という自信が付いていくと感じます（このことは、夏休み明け集会で子どもたち
にお話ししました）。
「やればできる」という自信は、普段の学校生活や授業等を通しても付けることができます。一人一人が、

「こういう自分になりたい」という目標をもち、それに向かって粘り強く取り組み、それを叶えることで「やればできる」とい
う自信が付くと考えます。多くの子どもたちが、そのような成功体験を重ねることができるよう、職員も一緒
に頑張りたいと思います。

○○ ○○（○○○）先生が着任されました （8/21） よろしくお願いします

夏休み明けから、○○○○先生が、学校生活支援員として本校に勤務されています。

主に３年生の子どもたちの支援を担当しますが、行事や縦割り班活動等で、他の学年の

子どもたちもお世話になる機会が多いと思います。どうぞ、よろしくお願いいたします。

夏休み作品展 （8/26～30） 子どもたちの作品をぜひ見に来てください！

今年の一人一作品も、夏休みの頑張りが伝わってくる作品がたくさん集ま

りました。子どもたちは、自分の作品のよさを友達に伝えたり、他の人の作

品に興味を示したりと、とても楽しそうです。

来週から全校児童の作品を展示しますので、近くに来られた際はぜひご覧

ください。

１ 展示期間 ８月２６日（月）～８月３０日（金） 午後５時３０分まで

２ 展示場所 １階 図工室

３ お 願 い お越しの際は、職員玄関から入って、職員室に一声かけ
てくださるようお願いします。

→

※今年の６年生の作品です→

【○○先生から】

○○○から参りました○○○○と申します。子どもたちからたくさんお話を聞いて、

仲良くなりたいと思っています。よろしくお願いいたします。



～夏休み中の活動から～

【夏休み寺子屋】
７月22､23､24日の3日間、1～4年生の多くの

児童が参加し、夏休みの課題に取り組みました。ま

た、外部からも多くのボランティア先生が応援に来

てくださいました。ありがとうございました。

＜ボランティア先生＞

【プール開放】
７月22日から26日まで開放予定でしたが、大雨

で本校が避難所になったため、22日と23日の２日

間だけの開放となりました。泳ぎに来た子どもたち

は、１日当たり60人を超えるなど大盛況でした。

保護者の皆様にも、監視員としてご協力いただき

ました。ありがとうございました。

【和太鼓クラブ】
７月22､23､24日の3日間、○○○○○先生の

ご指導のもと、和太鼓クラブの子どもたちが意欲的

に練習に参加しました。今年初めて入った子どもた

ちも、先生や先輩たちが手本となり、メキメキと上

達することができました。学習発表会や神岡地域文

化祭での演奏が楽しみです。

【大仙市中学生サミット （8/8）】
標記のサミットに

は、児童会を代表し

て○○○○さんと○

○○○さんが参加し、

各中学校のＳＤＧｓ

の取組について理解

を深めました。しっかりとメモを取りながら説明を

聞き、自分から進んで質問するなど、大変意欲的で

した。

【Jingujiキャンで～ず】
Jingujiキャンで～ずは、「感謝の気持ちを感動で」

をモットーに、「よさこい」を通してたくさんの人

たちに笑顔と元気をお届けしたいという気持ちで日

々練習に励んでいます。夏休み中も、だけっこ園や

愛幸園を訪問し、息の合った演舞で、大きな拍手を

いただくことができました。最近は、小グループで

の演舞も取り入れるなど、日々進化を続けるキャン

で～ず、今後がとても楽しみです。

この大会には、1､2年生は全員が出品し、3年生

以上は希望者が出品しました。入賞者を紹介します。

【硬筆の部１年生】

＜金賞＞

【硬筆の部２年生】

＜金賞＞

【半紙の部３年生】

＜金賞＞

【条幅の部３年生】

＜銀賞＞

【半紙の部５年生】

＜金賞＞

【条幅の部５年生】

＜金賞＞

おめでとうございます

スポ少の活躍は、紙面の関係で次号で紹介します。


